
さいたま市

（さいたま市コミュニティサイクル）

運営方式 公設民営方式

運営事業者との協定期間：10年間

H25.5.3（祝）~H35.3.31（金）まで

実施期間 H25.5.3から

運営時間 24時間（大宮駅西口（窓口）のみＡＭ
4：00からAM1：45まで）

施設

規模

自転車台数 250台

ポート数 20箇所

料金体系 登録料なし
利用料金
定期利用 月額2,500円

一時利用 最初の30分100円以
降1時間ごと100円
ビジター利用 500円（当日のみ）

初期
登録

登録方法
窓口またはWEB+精算機（定期利用、一時利用）

窓口または精算機（ビジター利用）

登録場所 窓口または精算機

管理 管理方法 遠隔管理

貸出・返却の管理
スタッフが携帯電話で登録/台帳
/ICカード、精算機等

集中管理 WEB上でリアルタイムに管理

個人認証媒体
ICカード（Suica、PASMO、モバイ
ルSuica）

料金収受 現金/交通系ICカード、クレジット
カード

機器 自転車車両 ・小径車・新車（パナソニック）

・２０インチ、内装３段ギア

ラック 平置き/電磁ロック

その他 ターミナル（精算機）等

写真：ポート 写真：自転車

写真： 写真：
その他特徴的なもの
（利用の様子、ラック、

会員証等）

【利用実績】

登録者数 11,792名（H27.1月末まで）

延べ利用回数 140,671回（H27.1月末まで）

1日平均利用回数 251回/日（H27.1月平均）

回転率 1回/台・日（H27.1月平均）

○一時利用だけではなく、定期利用※１、ビジター利用※２を導入している。
○鉄道、バスとの連携がシームレスにできるようSuica、PASMOを導入している。
○ホームページ上で、リアルタイムに自転車の在庫状況がわかるようにしている。
※1 1か月間借り放題のプラン（1回に続けて借りられる最大借用時間は120時間）、※2 当日中のみ自由に利用可能なプラン

【概要】

利用実績を示す
特徴的な資料があれば

（グラフ、図など）

与野本町駅サイクルポート 利用自転車

登録に必要な物 ホームページ上の貸出状況

○想定したターゲット：観光/業務/私事/通勤等
○実施の目的や背景等：短距離移動の利便性
向上や、都市内の回遊性向上、不法駐輪の減
少、都心地区の連携強化に資することを目的と
して、市民をはじめ、企業活動、来訪者等への
都市の利便性向上事業として導入した。

○ポート別に利用回数のばらつきが大きいため、
利用が少ないポートへの利用拡大に向けた
広報活動が必要と考える。

○広告収入など、他事業において採算性を確
保することができるよう運営面を強化すること
が重要と考えている。

担 当 ：さいたま市 自転車まちづくり推進課 長泉
連 絡 先：０４８－８２９－１３９８
運営事業者：㈱ジェイアール東日本企画、

中央復建コンサルタンツ㈱、㈱IHIエスキューブ

【目的】

【評価】

1日当たりの平均利用回数と回転率の推移

ポート別1日
あたりの

利用回数（Ｈ27.1）

N

（平成２７年１月末現在）



川越市自転車シェアリング

実施

期間

期間 平成25年12月1日から本格実施

運営時間 24時間（運営事務局は10時～17時）

施設

規模

自転車台数 ９０台（稼働台数）

ポート数 １１箇所（うち有人窓口１箇所）

料金体系 〇基本料金

１日利用：200円

１か月利用：1,300円

３か月利用：3,500円

６か月利用：6,000円

〇利用料金

４０分まで無料

以降３０分ごとに200円

初期
登録

登録方法 端末操作または申込書記入

登録場所 サイクルポート、運営事務局
Web

管理 管理方法 無人システムによる一括管理

貸出・返却の
管理

貸出：ＩＣカードまたはパスワードを利用

返却：ラックに返却（※満車時返却機能あり）

集中管理 自動データ送信等

個人認証媒体 ＩＣカードまたはパスワード

料金収受 無人：クレジットカード決済

有人：現金

機器 自転車車両 ・20インチ小径車、内装３段変速

・新車

ラック 個別電磁ロック式

その他 ドレスガードに広告掲載

【利用実績】（平成26年4月1日から平成26年12月31日）

延べ利用者数 １２，９６７人

延べ利用回数 ４６，１３６回

1日平均利用回数 １６９回/日

回転率 １．９７回/台・日

平均利用時間 ２０分２１秒/回

取り組みの概要
〇蔵造りの町並み、喜多院など川越のおもな観光スポットを網羅し、回遊性が向上。
〇郊外型駐車場にサイクルポートを設置。パーク・アンド・サイクルライドを実施。
○路上端末機で２４時間貸出・返却可能。電話での問い合せも２４時間受付け。
○金沢レンタサイクル「まちのり」との相互利用を平成２７年３月１日からスタート。

【概要】

サイクルポート（市役所） シェアリングの自転車

＜想定したターゲット＞
観光客を中心とした中心市街地来街者

＜実施の目的＞
①中心市街地での公共交通を補完
②自動車からの利用転換による交通渋滞の緩和
③まちなかの回遊性の向上、中心市街地の活性化、観光の振興に寄与

＜今後の課題、展開予定＞
観光施策や地元商店との連携の強化。サイクルポートの増設。

担当 ：川越市都市計画部交通政策課 田中宏明
連絡先：049-224-5519（直通）
運営事業者：株式会社 ペダル

【実施の目的など】

【サイクルポート配置】

川越市マスコットキャラクター
「ときも」

＜内容＞
１ 有効なＩＣカードやパスワードをお持ちの場合

川越市自転車シェアリングまたは「まちのり」で有効なＩＣカードまたは
パスワードをお持ちの方は、そのまま、そのＩＣカード等で他方の都市
の自転車を借りることができます。

２ 有効なＩＣカードやパスワードをお持ちでない場合
川越市民または金沢市民の場合、訪問先の
事務局で手続きを行えば１日利用の基本料金
が無料です。

【金沢レンタサイクル「まちのり」との相互利用】



☆自動車からの転換による温室効果ガスの低減を目的に，自転車利用促進事業の１つと
して「かしわスマートサイクル」を導入するため，実証実験を実施

☆お得な深夜料金制度！！ 夜9時～翌朝9時:上限200円

☆完全無人化によるポート運営！！

☆お助けボーナスポイント制度！！ １ポイント＝１円

柏市 【実証実験】

実施

期間

期間 Ｈ22/4/28(水)～ 継続中

運営時間 5：00～24：00 ※返却は25：00まで

施設

規模

自転車台数 ５０台

ポート数 ９箇所

料金体系
（※登録料：無料）

①月定額プラン：基本料金900円/月
（最初の60分無料，60分超過ごとに100円）

②1回利用プラン：100円/60分

※夜９時～翌朝９時：上限200円

初期
登録

登録方法
携帯・Ｗｅｂ登録，または窓口にて申
込書に記入し，専用ＩＣカードを発行

登録場所
ＵＤＣＫ，まちづくり公社

管理

管理方法
ポートは無人管理，管理者は利
用状況を専用サーバーで確認

貸出・返却
の管理

専用ICカードの認証

（個人認証も兼務）

集中管理 サーバー管理

料金収受
①クレジットカード

②登録場所にて現金前払い

機器
自転車車両

①ミヤタ製 26インチ 外装6段
②ブリヂストン製 20インチ

内装3段
③無印製 26インチ 内装3段
④オリジナル 前輪20インチ

後輪24インチ

ラック
①オートロック式

②簡易式(利用者によるワイヤーロック)

【利用実績】2６年１２月３１日現在

登録者数 １,０９９名

延べ利用回数 ２３,６７３回

1日平均利用回数 14.０回/日

回転率 0.3１回/台・日

平均利用時間 2５分/回

【実験概要】

○利用形態は，柏の葉キャンパス駅と東京大学との利用が約9割を
占め，柏の葉地域での回転率は0.5４回/台・日

○利用時間は，利用者の約9２%が３0分未満

○実験期間中，レンタサイクルの利用は低下していないため，利
用形態の違いからレンタサイクルとの共存は可能

○定額利用プラン・クレジットカード決済・Web登録の導入によ
り利用回数がH24.7～H25.3で前年同月比で１．８倍に増加

○自転車偏在解消のトラック輸送の低減化

運営主体：柏市まちづくり公社(TEL:04-7164-4141)

柏市土木部交通政策課(TEL:04-7167-1219)

【実験の目的】

【実験の評価】

かしわスマートサイクル

想定したターゲット 通学，通勤，来訪者

実施の目的

①利便性の向上

②利用者動向の把握

③既存レンタサイクルとのすみ
分け

④長期実験によるシステムの有
効性・安定性及び管理上の問題点
の確認
⑤事業化に向けた収支の検討

各ポート間の利用回数（２２年４月２８日～２６年１２月３１日）⇒

↑柏市北部の自転車走行環境が良い地域を中心に駅，主要施設等に自転車ポートを配置

（簡易ポー
ト）

（簡易ポー
ト）

（簡易ポー
ト）

（オートロックポート）
（オートロックポート）

（簡易ポート）

○利用実績を踏まえ経費節減の観点から，柏の葉地域に絞り事業
化への実証実験を継続する

○法人等多頻度利用の会員の取り込み

○システム，ポート機器の信頼性の向上，無線通信から有線化等
の通信機能の安定化

○事業化についてはスマートサイクル単独事業ではなく，他事業
との組合せによる事業化を検討する。

【今後の課題・展開】

↑オートロックポート全体写真 ↑ICカードリーダーと専用ICカード

↑簡易ポート全体写真 ↑ICカードリーダー

↑オートロックポートのラック

↑各ポート間のトリップパターン

独自の
取組み

（オートロックポート）

（簡易ポート）

（簡易ポー
ト）

柏たなか駅

東京大学

柏の葉公園

柏の葉ｷｬﾝﾊﾟｽ駅

北柏駅

柏駅

柏市役所

[深夜利用の一例]

（オートロックポー
ト） （簡易ポート）

返 却

貸 出

柏たなか
駅

東葛

ﾃｸﾉ

東京大学

環境棟

東京大学

図書館

柏の葉公
園

柏の葉

キャンパス
駅

北柏駅
柏市役所

分庁舎

柏駅西口

第6駐輪
場

計

柏たなか駅（簡易ポート） 22 3 4 1 0 21 2 0 0 53 

東葛ﾃｸﾉ

（簡易ポート）
1 19 14 24 0 329 1 0 0 388 

東京大学環境棟裏

（オートロック）
7 1 720 46 15 6,645 8 0 89 7,531 

東京大学図書館横

（オートロック）
2 65 48 144 3 2,429 3 0 69 2,763 

柏の葉公園(簡易ポート) 2 2 24 9 107 377 3 1 9 534 

柏の葉キャンパス駅 20 391 6,858 2,511 454 1,195 39 30 55 11,553 

北柏駅（木製ポート） 3 4 4 4 0 12 25 2 0 54 

柏市役所分庁舎

（簡易ポート）
2 0 0 5 0 50 5 57 237 356 

柏駅西口第6駐輪場

（簡易ポート）
1 0 21 24 1 59 1 304 30 441 

総計 60 485 7,693 2,768 580 11,117 87 394 489 23,673 

柏の葉地域



江東区

臨海部コミュニティサイクル実証実験

実施

期間

期間 平成24年11月21日～平成30年3月31日

運営時間 24時間

施設

規模

自転車台数 300台

ポート数 21箇所(有人窓口１箇所含む)

料金体系

プラン 料金(税抜) 支払方法

１回

会員

基本料金：なし

最初の60分まで:96円/回 クレジット
カード月額

会員

基本料金：953円/月
最初の60分まで:0円

１日

パス

当日24時まで:477円/日
(時間制限なし)

交通系IC
／現金

※１回会員・月額会員は60分を超過した場合

30分ごとに96円

初期
登録

登録方法

○１回会員・月額会員

web登録のうえ登録機で認証／有人窓口

○１日パス

登録機／有人窓口

登録場所 登録機(主要8ステーション)・有人窓口(1箇所)

管理

管理方法 遠隔管理、作業員による再配置・巡回

貸出返却管理 自転車付帯のICタグによる無人管理

集中管理 システムにより一元管理

個人認証媒体
交通系ICカード、FeliCa内蔵携帯端末(おサイ
フケータイ)、専用ICカード

料金収受
○１回会員・月額会員 クレジットカード

○１日パス 交通系ICカード／現金

機器

自転車車両 ブリヂストンサイクル「ベガス」(20インチ)
ラック 平置き/電磁ロック

その他 主要ポートに登録機を設置

【利用実績】 平成２７年１月末時点

登録者数 ４３，０６７人

延べ利用回数 ３９１，６７６回

1日平均利用回数 ４８８回/日(最大１，０１０回/日)

回転率 １．９８回/台・日

平均利用時間 ６７分/回

○都内初の本格的コミュニティサイクル(平成２４年１１月開始)
○平日の通勤利用、土日の観光利用により、利用実績は非常に好調
○２７年度より電動アシスト自転車、GPS・通信機能を活用した新システムへ移行
○周辺区との相互乗り入れも今後検討

【実験概要】 平成２７年２月時点

○想定したターゲット：観光/業務/私事/通勤等
○実施の目的や背景等：「豊洲グリーン・エコア
イランド構想」に基づく施策として、地区の特性
を最大限に活かした環境まちづくりの実現を図
るとともに、まちの回遊性を向上し、地域の活性
化と賑わいの創出を図る。

評価:○旺盛な利用実績が示す需要の多さ
○公共交通を補完し、利便性や回遊性向上
△特定ステーションへの自転車集中
△ステーションの偏在

今後:①電動アシスト車・新システム導入
②現エリア内でのステーション高密度化
③エリア拡大・近隣区との広域展開

担当 ：江東区 都市整備部まちづくり推進課 小川・中原・大石
連絡先：０３－３６４７－９７１４
運営事業者：株式会社ＮＴＴドコモ

【実験の目的】

【実験の評価・今後の取り組み】

ステーションマップ



横浜市

横浜都心部コミュニティサイクル事業

実施

期間

期間 H26.4.1~H31.3.31

運営時間 6：00~22：00

施設

規模

自転車台数 400台

ポート数 38箇所（H27.3.1時点）

料金体系 登録料：0円

利用料金：基本料金＋利用料

初期
登録

登録方法 携帯電話、パソコンによる登録

登録場所 Web、有人カウンター

管理 管理方法 遠隔管理

貸出・返却の
管理

自転車に設置されている操作パネル
に会員証をかざすか、事前予約による
パスコード入力

集中管理 自動データ送信等

個人認証媒体
おサイフケータイまたは、交通系IC
カード、専用ICカード、パスコード

料金収受 クレジットカード

機器
自転車車両

・ブリジストン／bikke
・20インチ、内装3段変速、電動アシスト

ラック 平置き

【利用実績】（H27.1.31）

登録者数 26,392名

延べ利用回数 132,813回（H26.4～H27.1）

1日平均利用回数 434回/日（H26.4～H27.1）

回転率 1.45回/台・日（H26.4～H27.1）

○実施主体を市、運営主体をNTTドコモとする協働による実施
○H27.3.1に新システム導入
○会員数、利用回数ともに増加
○コンビニエンスストアとの連携による利便性向上

【概要】

○想定したターゲット：観光/買物/業務/通勤等
○実施の目的や背景等：「中期4か年計画」「横浜都
市交通計画」「関内・関外活性化推進計画」「環境未
来都市計画」などの上位計画に位置づけられた都心
部活性化、観光振興および低炭素化に寄与する取組

○3年間の社会実験の成果を受け、H26.4より
本格実施。

○会員登録数、利用回数ともに着実に増加している。
○エリア、規模の拡大を行い、更なる利用の増加と

普及を目指す。

担当 ：横浜市都市整備局都市交通課 二見、三川
連絡先：０４５－６７１－３５１２
運営事業者：株式会社NTTドコモ

【目的】

【評価】

基本料(税抜) 利用料(税抜)

月額会員 2,000円／月 最初の30分 ０円
超過30分毎 150円１回利用 150円／回

※H27.3.31までは月額1,500円、1回利用100円
登録者数（人） １日あたり利用回数（回／日）

横浜都心部コミュニティサイクル 利用状況の推移

3月1日オープンした
サイクルポート



金沢市

（公共レンタサイクル「まちのり」）

実施
期間

期間 平成24年3月24日(土)開始

運営時間 貸出 7：30～22：30
返却 24時間可

施設
規模

自転車台数 155台

ポート数 19箇所＋事務局

料金体系 １日基本料金 200円
１月基本料金 1,000円
１年基本料金 9,000円
追加料金 30分超ごとに200円

初期
登録

登録方法 ポート(タッチパネル)
窓口 (申込書記入)

登録場所 ポート(無人)、窓口

管理 管理方法 無人・遠隔管理

貸出・返却の
管理

貸出：ICカード等
返却：ラックに返却

集中管理 自動データ送信等

個人認証媒体 ICカード又はパスワード

料金収受 無人：クレジットカード
有人：現金

機器 自転車車両 ・小径車、新車
・20インチ、内装３段変速
・自動ライト点灯、前カゴ

ラック 個別電磁ロック式

その他 路上端末機
（利用手続、利用履歴確認、

精算書発行、ポート満空等）

【利用実績】

【実施概要】

○ まちのり自転車の一斉更新

○ ポート位置の変更・駐輪機器台数の調整

○ 川越市との相互利用の連携

○ 各種利用促進事業の実施

担当 ：金沢市歩ける環境推進課 吉田、前野
連絡先：076-220-2371
運営事業者：㈱日本海コンサルタント 片岸、井上

【目的等】

【H26実施事項】

○民間事業者 (㈱日本海コンサルタント）が運営、市は機器類の無償貸与と運営負担金の支出

○クレジットカードを使用し、初めてでもポートにてわずか１分で利用可能

○ホテル等の提携窓口、まちのりサポーターなど、市民や民間企業との協働で実施

（目的）・来街者の２次交通の充実

・市民の足としての都市内交通の充実

（背景）・平成22年8月～10月：社会実験を実施

・平成27年3月14日：北陸新幹線開業

H24.3.24～H27.2.28

購入者数 70,925人・件
１日利用者 ： 68,685人
１月利用者 ： 1,830人
１年利用者 ： 147人
法人会員 ： 263件

延べ利用回数 287,790回

1日平均利用回数 268回/日

回転率 1.73回/台・日

平均利用時間 18分/回

新まちのり自転車（H27.3.6更新）

金沢駅・鼓門

長町武家屋敷

にし茶屋街
金沢城公園

金沢21世紀美術館

ひがし茶屋街



堺市

さかいコミュニティサイクル

実施

期間
期間 平成２２年９月～

運営時間 ◆駅前サイクルポート

午前６時～翌日午前１時

◆まちなかサイクルポート ２４時間

施設

規模
自転車台数 ６５０台

ポート数 ７箇所

料金体系 ◆登録料なし

◆１日利用300円（電動400円）

◆定期利用一般2,000円／月

学生等1,600円／月など

初期
登録

登録方法 申込書記入、専用ＩＣカード発行

登録場所 ◆駅前サイクルポート管理人室

◆１日利用カード交付所

管理 管理方法 有人管理/遠隔管理

貸出・返却の管理 自転車のＩＣタグと専用ＩＣカードの認証

集中管理 システムで２４時間管理

個人認証媒体 専用ＩＣカード

料金収受 現金（更新機で専用ＩＣカードにチャージ）

機器 自転車車両 ・軽快車２４型、２６型/電動アシスト

・新車（武田サイクル）/（パナソニック）

・内装式３段変速

ラック 平置き（ゲート式）/個別電磁ロック式

その他 ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙ･ﾊﾞｽ情報ｼｽﾃﾑ

【利用実績】 H26年1月利用データより

登録者数 延べ２０，７３６名

延べ利用回数 ２１，９９５回

1日平均利用回数 ７７５回/日

回転率 １．２回/台

平均利用時間 ４２０分/回

○自動車利用中心から公共交通や自転車利用中心へ都市構造を変革する取組み
○５か所の駅前サイクルポート（ゲート式）と２か所のまちなかサイクルポート（ラック式）

を整備、運営
○地場産業である堺製の自転車を使用

【概 要】

駅前サイクルポート
（ゲート式）

貸出自転車（国内メーカー部品
を使用した堺製自転車）

まちなかサイクルポート
（ラック式）

専用ＩＣカード

○ターゲット：通勤・通学・観光
○実施の目的：自動車利用中心から自転車

や公共交通機関の利用中心へ都市構造の
変革、低炭素都市「クールシティ・堺」の実
現に寄与することを目的とする。

○回転率の向上を図る。夜間利用の増加に
向けた広報活動等

○堺市自転車のまちづくり推進条例に基づく
自転車安全利用のＰＲ活動

担当 ：堺市 自転車まちづくり推進室
自転車まちづくり担当 橋本

連絡先：０７２－２２８－７６３６
運営事業者：センターパーキング堺

自転車駐車場整備センター

【目 的】

【今後の展開】



兵庫県姫路市

実施

期間

期間 H26年10月1日～11月30日

計61日間

運営時間 9：30~17：30

施設

規模

自転車台数 65台（内5台は予備車）

ポート数 7箇所

料金体系 100円／日

（何度でも返却貸出可能）

初期
登録

登録方法 申込書記入、会員カード発行

登録場所 各ポート

管理 管理方法 有人管理

貸出・返却の
管理

スタッフが携帯電話で登録
及び台帳記入

集中管理 スタッフが携帯電話でデータ送信

個人認証媒体 会員証

料金収受 現金

機器 自転車車両 ・小径車、20インチ、変速機無

・新車（ウェルビーサイクル工業）

・泥除けを専用色に変更

ラック 平置き

その他

【利用実績】

登録者数 4,469名

延べ利用回数 6,168回

1日平均利用回数 105.9回/日

回転率 1.76回/台・日

平均利用時間 119分/回

○ 姫路市として初めてのコミュニティサイクル社会実験
○ 全国的にも珍しい本格的なトランジットモール内にメインポートを設置
○ 世界遺産・姫路城の“白”、地元ゆかりの藍染めの“藍色”でデザイン統一

【実験概要】

ポート（①姫路駅前ステーション） 使用車両

外国人利用者 利用者第一号

○ 想定したターゲット：観光、業務、私事等
○ 実施の目的や背景等：都市・地域総合交通

戦略にもとづき、都心部に公共交通で来られ
た方の二次的な交通手段としてコミュニティ
サイクルを提供し、回遊性を向上させる。

○ 目標としていた回転率1.0を大幅に上回り、
一定のニーズがあることを確認できた。

○ 平成27年度は第二次社会実験を実施し、
機械式のサイクルポートを導入する予定。

○ サイクルポートは10箇所程度、車両を100台
程度まで増やす予定。

担当 ：姫路市都市局交通計画室（山本，宮内）
連絡先：079-221-2465
運営事業者：株式会社日建設計

【実験の目的】

【実験の評価】

姫路市
25%

兵庫県（姫路

市除く）
24%

大阪府
9%

京都府
2%

和歌山県
1%

奈良県
1%

滋賀県
1%

関東地方
13%

中国地方
5%

東海地方
5%

北海道・東北

地方
4%

北陸甲信越

地方
2%

九州地方
2%

四国地方
2%

海外
1%

不明
5%

観光
68.4%

サイクリング
10.1%

買物
9.7%

業務
5.3%

通勤・通学
1.9%

その他
4.6%

利用目的 利用者居住地



岡山市

コミュニティサイクル「ももちゃり」

実施

期間

期間 平成２５年７月２７日（土）開始
※平成２５年８月３１日までは基本料金無料で実施

運営時間 ２４時間（１箇所ポート除く）

施設

規模

自転車台数 ２３２台

ポート数 ２５箇所

料金体系 ○利用料金＝基本料金＋追加料金

・基本料金、追加料金

右図【料金プラン】のとおり

管理 管理方法 無人/遠隔管理

貸出・返却
の管理

貸出：ICカードをラックにタッチ

返却：ラックに返却

（満車時でも路上端末機を操作するこ
とで返却できます）

集中管理 自動データ送信

個人認証媒
体

ICカード（Felica対応の交通系、流通
系ICカード/おさいふケータイ 等）

料金収受 現金/交通系ICカード/クレジットカード

機器 自転車車両 ・小径車/新車（パナソニック）

・20インチ、３段変速

ラック 個別電磁ロック式

路上端末機 会員登録、料金支払、料金プラン変更

【利用実績(H25.9.1~H27.2.28)】
登録者数 ２０，６２６名(H25.7.27~H27.2.28)
延べ利用回数 ２３６，２４６回

1日平均利用回数 ４３２．６８回/日
回転率 ２．７０回/台・日

【実施概要】

岡山駅西口へポートの拡充
収支状況の改善
さらなる利用促進
観光客への周知

担当 ：岡山市街路交通課自転車先進都市推進室 矢野・阿川
連絡先：０８６－８０３－１３７５
運営事業者：中央復建コンサルタンツ㈱

【導入の意義】

【今後の展開予定・課題】

○市と事業者で協定を結び、市が設置した機器等を無償提供することにより、事業者が
管理運営。

○ポートで簡単に登録可能（１～２分。携帯電話とＩＣカードのみ必要。）
○現金、交通系ＩＣカード、クレジットカード、口座振替で支払い可能。

公共交通利用への転換を促進するツール
賑わいのある都心部を創出するツール
街を彩り、本市のイメージアップに資するツール

【料金プラン】
料金プラン 基本料金 追加料金

個人

１回利用 １００円

各プランとも1回の
利用が60分を超え
た場合、30分ごと
100円追加（24時間
上限1,000円）

１日利用 ２００円

回数券（５回券） ３００円

１ヶ月利用 １，０００円

６ヶ月利用 ５，０００円

１年利用 ９，０００円

法人 １年利用 １０，０００円

ファジアーノ岡山仕様 岡山シーガルズ仕様

イオンモール岡山ポート 自転車

【 1日当たり平均利用回数】 ※H25.7,8月は基本料金無料
H25.9月より通常料金

年月 iPhone Android 合計

総ダウンロード数 6,539 1,771 8,310 （平成27年2月末現在）

岡山駅前ポート

専用アプリをダウンロード
すれば、リアルタイムで
各ポートの自転車配置

状況が確認できて
とっても便利！

地元プロスポーツ
チームとのコラボ

自転車
（各１台限定！）



鹿児島市

コミュニティサイクル「かごりん」

実施

期間

期間 平成２７年３月１日（日）開始

運営時間 ２４時間

施設

規模

自転車台数 １７４台

ポート数 ２０箇所

料金体系

利用料金＝基本料金＋追加
料金

右図【料金表】のとおり

初期
登録

登録方法
ポート（タッチパネル）

窓口（申込書記入）

登録場所 ポート（無人）、窓口

管理

管理方法 無人・遠隔管理

貸出・返却の
管理

貸出：携帯電話、ＩＣカード

返却：ラックに返却

集中管理 ポートから自動でデータ送信

個人認証媒体 携帯電話、ICカード

料金収受
クレジットカード/現金/電子マ
ネー（一部のポート）

機器
自転車車両

・小径車/新車（パナソニック）

・２０インチ、３段変速

ラック 電磁ロック式

【利用料金】

利用期間 基本料金 追加料金

１日 ２００円 ・何回利用しても

最初の３０分は無料

・１回の利用時間が

３０分を超えたら、

３０分ごとに１００円

１ヵ月 １，０００円

法人会員

（１ヵ月）
２，０００円

○市と事業者で協定を結び、市が設置した機器等を無償提供し、事業者が管理運営を行う

○携帯電話とＳＭＳ（ショートメール）を利用して、サイクルポートの端末機で登録、貸し出し可能

【実施概要】

鹿児島中央駅東口 使用自転車

（目的）
自家用車等から環境にやさしい自転車プラス
公共交通への転換を促進し、温室効果ガス
排出量の削減、中心市街地の回遊性の向上、
観光の振興を図る

（背景）・平成23年度、24年度に社会実験を実施
・平成25年度は導入へ向けた課題を整理

○サイクルポートの端末機で携帯電話と
ＳＭＳ（ショートメール）を利用して、簡単登録・貸出

○利用者が多く見込まれるサイクルポートには、
端末機にデジタルサイネージ（電子看板）を
付設し、観光情報や行政情報などを紹介

○スマートフォンを利用することにより、多言語
で利用案内サービスを受けることが可能

担当 ：鹿児島市環境局環境政策課 西園
連絡先：０９９－２１６－１２９６
管理運営事業者：株式会社ＪＴＢ九州

【目的等】

【システムの特徴】

平成23・24年度の社会実験の結果

23年度 24年度

実施期間
Ｈ23.10.5～11.13

（４０日間）
Ｈ24.9.1～ 11:30

（９１日間）

運営時間 9:00～18:00 7:30～19:00

サイクルポート数 ７箇所 ６箇所

自転車台数 ７０台 ７０台

延べ利用回数 ３，０９１回 ５，５２４回

１日平均利用
回数

７７．３回／日 ６０．７回
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・ 民間で運営するサイクルシェアリングサービス。※2015シーズンより運営主体をNPO法人に移行

・ 市民と一緒に考えながら創り上げる、持続可能なコミュニティサイクルを展開。

・ “安全・安心・元気”をテーマに、人とまちとモビリティの良好な環境の創出を目指す。

札幌市 サイクルシェアリングサービス

札幌みんなのサイクル ポロクル ( Porocle )

実施

期間

期間 ５/１(木)～１０/３１(金) 計１８４日間

運営時間 ７：３０～２１：００

施設

規模

自転車台数 ３５０台

ポート数 ４６箇所

料金体系 ・登録料：540円
・カード代：1,080円（送料：432円）
・利用料金：

初期
登録

登録方法 PCおよびモバイルWeb登録(ポートでの
おサイフケータイ登録可)、登録所登録
※会員情報・クレジットカード入力

登録場所 Web／ポート／登録所等

管理 管理方法 管理サーバーによる遠隔集中管理
※データ自動送信

貸出・返却の
管理

セルフサービス( ICカード認証) ／
サーバーによる自転車管理

個人認証
媒体

専用ICカード／おサイフケータイ／
SAPICA ( 交通カード )

集中管理 自動データ送信

料金収受 クレジットカード／請求書（法人）

機器 自転車車両 ・オリジナルシティサイクル(南雲勝志
氏デザイン、武田産業(株)製作)
・26インチ、3段変速、自動点灯ライト

ラック 平置き／電磁ロック

その他 無線通信／ソーラーパネル

【利用実績】

【実施概要】

MAP

運営の様子

車道に面して設置したポート

○会員数および利用回数は順調に伸びており、札幌の新しい足として定着し
てきている。

○観光プランの利用増加を目的に、観光案内所やホテルとの連携を拡大。
申込手続きの簡素化も功を奏し、販売件数は前年度比２倍となっている。

○NPO法人 ezorockとの協働運営を通じて、”ポロクル”の諸問題解決に対する
取り組みを実施。取り組み参加者の認識の変化が確認できるなど、

課題解決に向けた共感が徐々に広まっている。

○ターゲット：札幌市民（通勤・私事）、札幌企業（主に業務）、観光客。
○実施目的：民間が担う新たな公共的な交通サービスとして事業展開。

”安全・安心・元気”をテーマに、人とまちとモビリティの良好な環境を
創出するまちづくりの一端を担う。また、市民と一緒になって考え・

活動しながら、まちが抱える諸問題を解決していく。

【目 的】

【評 価】
１ヶ月 基本：1,620円／円、延長 ( 利用 ) ：108円／30分

１回 利用：108円/30分

登録者数
一般 8,832 件、法人 705 件（251 社）

観光 1,860 件

延べ利用回数 110,164回

１日平均利用回数 599 回/日（最大 983 回/日）

回転率 2.1 回/台・日（最大 3.0 回/台）

平均利用時間 20 分/回

オリジナルシティサイクル

交通安全運動決起大会への参加

札幌市中心部で、自転車の楽しさや知識を伝えることで、自転車のルールやマナー

に関心を持つ仲間を増やすことを目的に、行政や地域と連携して自転車DAYを実

施。様々な情報の伝達前・後に実施したアンケートの結果、多くの方の認識が変化

したことが確認された。

■イベント“自転車DAY”の実施（9/13～/15）

自転車ツアーに向かうスタッフと参加者

ブースでの情報提供

【登録者と累積利用回数】

【2015からは「特定非営利活動法人 ポロクル」が運営を担います】

連絡先：011-896-5601 担当：熊谷 美香子・唐澤 弥生
運営事業者：特定非営利活動法人ポロクル

【観光プラン利用者数と販売窓口数】

累積利用回数
(回)

登録者数
(件)

利用者数
(件)

販売窓口数
(回)

Q.自転車に乗るときどこを通行しますか？

アンケート結果

Q.自転車に乗るとき何を優先しますか？



富山市
シクロシティ富山 （愛称：アヴィレ）

実施

期間

期間
2010年3月20日～

1,747日（2014年12月末時点）

運営時間 24時間365日

施設

規模

自転車台数 170台（150台）

ポート数 17箇所

料金体系

登録料：無料

基本料：定期パス500円／月 パスカ

700円／月 ﾒﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ

７日パス1,000円

２日パス500円

１日パス300円

利用料：最初の30分無料

次の30分200円

以降30分毎に500円

初期
登録

登録方法
必要情報記入後、会員カード及びＩＤ番号
を発行

登録場所 Web、郵送、提携ホテル・駐車場窓口

管理

管理方法 専用ＩＴシステム管理（無人／遠隔）

貸出・返却の
管理

専用ＩＴシステム管理（無人／遠隔）

集中管理 専用ＩＴシステム管理（無人／遠隔）

個人認証媒体 ＩＣカード、ＩＤ番号

料金収受 クレジットカード、口座振替、現金

機器

自転車車両
・自社設計開発、専用自転車

・26インチ、3段変速、前後LEDライト、鍵付き

ラック 埋設基礎式、カードリーダー組込

その他 ターミナル

【利用実績】 2014年12月末時点

登録者数 5,498名

延べ利用回数 218,688回

2014年

1日平均利用回数

150回/日（通年）

176回/日（３月～１１月）

回転率（2014.4月から170台） 0.88回/台・日

平均利用時間 約9分/回

○日本で最初のコミュニティサイクル本格実施
○屋外広告を活用して収支を健全化、富山市には運営費用の負担無し
○市政情報パネルを設置（歩道側：地図or市政情報、車道側：広告）
○全１7箇所のポートは全て道路上に設置（１箇所公園内）

【実施概要】

○想定したターゲット
市内中心部に来訪する全ての方が対象。

○実施の目的や背景
富山市は環境モデル都市として、「公共交通を軸としたコンパクトな

まちづくり」によるＣＯ２排出量の大幅な削減を目指しており、特に過度
な自動車利用の見直しが大きな焦点。交通網としての利便性を高める
ことにより、近距離の自動車利用の抑制を促し、二酸化炭素の排出量
の削減を図るとともに、中心市街地の活性化や回遊性の強化を図るこ
とを目的としています。

○利用回数が毎年増加
－２０１０年：３１，３０６回
－２０１１年：４０，２２４回 （前年比２８％増 ）
－２０１２年：４４，９２６回 （前年比１２％増 ）
－２０１３年：４５，３６８回 （前年比 １％増 ）
－２０１４年：５４，７４２回 （前年比２１％増 ）

・自動車（タクシー含む）からの転換が１０％ （CO2排出削減に貢献）
・概ね８０％の利用者がサービスに満足

－ステーションの増設（2014年3月 2ヶ所増設）
－ステーション・パネルへの防犯カメラ導入

○今後の課題、展開予定等
－サービスクオリティの維持
－ステーションの増設（2015年3月 1ヶ所増設予定）

担当 ：富山市環境政策課
連絡先：076 443 2051
運営事業者：シクロシティ株式会社
連絡先：03 5217 2510 

【目的】

【評価】

LEDライト

LEDライト

ワイヤーロック

反射板

頑強なフレーム

速乾性のハンドルと
サドル

ケーブル類は全てフレームのなか ステーションと屋外広告 （１０丸の内ステーション）

ラックとメンバーカード

メンバーカード

パスカとエコマイカ
（公共交通ＩＣカード）

台数調整専用トレーラー

スマートフォン用アプリ定期的な清掃とメンテナンス

市政情報パネル （歩道：市政情報、車道：広告）

「（シクロシティを利用する）以前までの移動手段は？」（N=308）

ステーション及びパネルの増設（2014年3月末完了）

利用者から最も設置要望の多かった２箇所にステーションを増設

新設パネルには防犯カ
メラを設置。

サービスの安全及び地
域の防犯に貢献。



ＪＴＰＡ institute

海外等にみるコミュニティサイクルの導入事例について
（ＪＴＰＡ自主研究：次世代地域交通に関する研究 2015年3月作成）

ロンドン

ポート数 725箇所
(ヒアリング)

自転車数 10,000台
(ヒアリング)

回転率 2.8回
（2014年統計書）

会員数
１９万人

（2013年）

事業主体
ロンドン市
交通局ＴｆＬ

データ出典：統計書、ヒアリング、東京地下鉄株式会社調査を含む 図面作成協力：株式会社ドーコン

パリ

ポート数
1,625箇所
(ヒアリング)

自転車数
23,600台
(ヒアリング)

回転率
約５回

(ヒアリング)

会員数
22.4 万人
（2012年）

事業主体 パリ市政府

バルセロナ

ポート数 420箇所
（2014年ＨＰ）

自転車数
6,000台
(ヒアリング)

回転率 6.5回
（2013年統計書）

会員数
９．８万人
（2013年）

事業主体 バルセロナ市

台北

ポート数
158箇所
（2014年）

自転車数
5,200台

（2014年）

回転率
11.6回

（2014年）

会員数
100万人
（2013年）

事業主体
台北市政

府


